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インターバンクの声 （2017 年 11 月 6 日） 
 

週末に発表された10月の米雇用統計は、失業率が約17年ぶりの低水準となったも

のの、非農業部門就業者数が市場予想を下回る増加にとどまり、賃金の伸びも弱か

った。このため、発表直後の円相場は一時 113 円 60 銭台まで円買い・ドル売りが進

んだ。 

ただ、全体として雇用情勢の堅調さは維持されていると見直され、その後に発表さ

れた 9 月の米製造業受注や 10 月の米 ISM 非製造業景況指数が予想より上振れし

たこともあって、ニューヨーク市場の午前中には 114 円 40 銭台までドルが上昇した。

しかしながら、5月以降114円台中盤までドルが反発した際には、ことごとく上値が抑

え込まれているとあって、この水準近くでは利食いのドル売りが入りやすくなってい

る。 

また、週明けの日米首脳会談では貿易問題が話し合われると伝わっており、どうして

もドル買いには慎重になる。次期 FRB 議長人事も済み、今週の金融市場は少し動

きづらくなりそうだが、トランプ大統領の動向とやけに静かな北朝鮮情勢を気にしな

がらのスタートになりそうだ。 
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